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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　３月　１２日　（月）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・例年より非常に遅く、３月に入り青森県内でのインフルエンザ患者の報告数が増加しています。職員が施設内にインフルエンザウィルスを持ち込む事のない様、手洗い・うがい、マスクの着用、適度な湿度管理の徹底をお願いします。
・中間サマリー・個人票の記入を3/15（木）までに行って下さい。

・3/16（金）立ち入り検査が行われます。カルテチェック、環境整備の徹底をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～3/11（日）御家族より外出（ランチ外出）させたいとの連絡があり、本日主治医へ確認し、11：15御家族付き添いにて外出されています。

帰院時、外出中の様子や疲労感の有無等、本人・御家族より確認していきましょう。また外出後、金銭面での不安を訴える事がありますので、併せて観察・確認をしていきましょう。

＜週間予定＞

３月１２日（月）　本田英之様：初外来10：00～

１４日（水）　定期寝具交換（毛布カバー）

カンファレンス内伝達講習（ＳＳＴについて）

心電図9：30～

　　　　　　　予定者：五日市規様、伊藤五十二様、稲垣恵理子様、井上和美様、大上なみ様、木村梅子様、小坂君子様、佐々木淳様、島浦美千男様、滝田英人様、田野端忠夫様、山火るい子様、本田富美様　（13名）

１５日（木）　皮膚科診察、疾病教室（まとめ）

小坂Ｄｒ診察：大上なみ様


１６日（金）　立ち入り検査、歯科診察：津嶋イチ子様

１７日（土）　小比類巻昇様：初外来10：30～

＜ＳＳＴ評価・検討＞　工藤・荒木田

○治療プログラム委員会より、リーダーの自己評価チェック表をもとに今年度のＳＳＴについてどうだったか意見を出し合い、評価・検討を行っています。

・メンバー構成がバラバラであり、本人に合ったＳＳＴが行えていない。

→個人能力・ケアプランに沿ってグループ分けを行い、進めていく事を検討する。

・進行の仕方がスタッフそれぞれで統一しておらず、患者様が混乱してしまう。

→スタッフがＳＳＴをきちんと理解していない為、勉強会や自己学習を行い、全スタッフが統一したＳＳＴを行う。

・短期目標がグループ全員同じで進行しにくかった。

　→ケアプランと連動したものになっていない為、それぞれのケアに繋がる様な目標を立てる。

以上の意見が出ており、今後のＳＳＴを行う上での課題となります。患者様へ提供す

る事によりどの様な治療効果が期待されるのかを考えながら行っていきましょう。ま

た、ＳＳＴは北病棟の病棟機能を考慮する最も重要なプログラムとい言えるので、患

者様に適切且つ効果的なＳＳＴを提供出来る様にしていきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価＞
・伊藤　義彦様～3/14（水）より個別での疾病教室を計画しています。以前、西病棟で疾病教室を行っていますが、「この病気くらいなら死んだ方がましだ。」と悲観的な発言聞かれており、自傷行為に至った事がありました。本人は退院し働きたいという希望がありますが、自分の病気についてはうつ病と話しており、病識に欠ける様子伺えます。本人の認知能力とその障害の程度を把握した上で、疾病教室を進める必要があります。疾病教室を行う上で、薬物治療及び外来通院を継続する事により社会復帰が出来るという事（症状管理の必要性）を認識して頂く目的である事を全スタッフが共有して関わっていきましょう。

・田野端　忠夫様～嗜好品の摂取が多くなってきており、先月に比べ２㎏の体重増加がみられている為、担当スタッフがケアプランを変更しています。今後、改善みられない場合は運動を行っていく事を本人と話し合っています。引き続き、日課への取り組み状況、スタッフからの話し掛けた際の反応等の観察も行い、評価しながら関わっていきましょう。　

♯１、体重増加がある。

Ｐ－①おやつ購入時、適量分買う様に注意する

②おやつを食べる前に、量をスタッフに確認してもらう（15時）

③コーヒーは無糖、または少量

④体重、血圧データー状況確認

以上を今後のケアプランとして立案しています。

・船場　幸子様～現在は単独外出を行っており、交通ルール等を守り、スムーズに買い物を行う事が出来ています。私物、金銭等の管理も行えている為、担当スタッフがケアプランを変更しています。本人の表情を観察し、不安や不調等が伺えられる際は声掛けし、本人より話して頂ける様に関わっていきましょう。また、今後について担当スタッフは検討を進めて下さい。

♯１、不調時（精神面、身体面）は自ら訴える事が出来る。

　　　　　　　　Ｐ－①表情、口調の観察

②スタッフから声掛けを多くし、不調時は些細な事でも話して頂く様に伝える

以上を今後のケアプランとして立案しています。


































